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慈
光
寺
の
銅
鐘
は
盤
渉
調
な
り

（
と
き
が
わ
町
）

山
口
正
義

一
、
は
じ
め
に

梵
鐘
の
音
が
響
く
街
並
や
山
里
の
情
景
は
日
本
の
原
風
景
の
一
つ
で
し
ょ
う
か
。
鐘
の
音
は
時
を
告
げ
る
機
能
的
な
面
と
と

ね

も
に
、
無
常
観
を
表
す
も
の
と
し
て
人
々
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
平
家
物
語
冒
頭
の
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の

声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
」
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
鐘
の
音
に
諸
行
無
常
を
日
本
人
は
感
じ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
、
祇
園
精
舎
は
釈
迦
に
帰
依
し
た
須
達
と
い
う
長
者
が
釈
迦
に
献
じ
た
寺
名
で
あ
り
、
鐘
は
そ
の
一
角
に
あ
る
無

し
ゅ
だ
つ

常
堂
の
四
隅
に
吊
さ
れ
た
頗
梨
と
い
う
ガ
ラ
ス
製
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
病
僧
の
死
期
が
せ
ま
る
と
、
涅
槃
経
の
「
諸

は

り

行
無
常

是
生
滅
法

生
滅
滅
已

寂
滅
為
楽
」
の
偈
と
と
も
に
鳴
り
響
い
た
と
い
い
ま
す
。
涅
槃
経
の
偈
は
梵
鐘
に
刻
ま
れ

（
１
）

て
い
る
例
も
多
い
で
す
が
、
頗
梨
の
鐘
で
は
我
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
音
色
と
は
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
平
家
物
語

の
冒
頭
は
、
祇
園
精
舎
に
も
日
本
の
よ
う
な
梵
鐘
が
あ
る
と
錯
覚
し
た
と
い
う
よ
り
、
七
五
調
の
美
文
と
と
も
に
誇
張
し
た
デ

フ
ォ
ル
メ
の
結
果
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
毛
呂
周
辺
あ
る
い
は
埼
玉
県
内
で
歴
史
的
に
貴
重
な
梵
鐘
（
銅
鐘
）
に
は
、
川
越
市
喜
多
院
の
銅
鐘
や
日
高
市
聖
天

院
の
銅
鐘
（
共
に
国
重
文
）、
東
松
山
市
正
法
寺
（
岩
殿
観
音
）
の
銅
鐘
（
県
重
文
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
筆
頭
は
何
と
言
っ

て
も
比
企
郡
と
き
が
わ
町
西
平
の
古
刹
慈
光
寺
の
銅
鐘
（
国
重
文
）
で
し
ょ
う
。
慈
光
寺
の
銅
鐘
は
、
鋳
物
師
物
部
重
光
の
名

い

も

じ

と
と
も
に
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
の
陽
鋳

が
あ
り
、
年
代
判
明
の
県
内
最
古
の
梵
鐘
で

す
。
本
稿
で
は
、
こ
の
慈
光
寺
の
銅
鐘
を
中

心
に
稿
を
進
め
た
い
。

二
、
慈
光
寺
の
銅
鐘

鐘
楼
脇
の
都
幾
川
村
（
当
時
）
教
育
委
員
会
の
標
識
に
は
、
こ
の
鐘
の
銘
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

池
の
間
第
一
区
銘
文
（
陽
鋳
）

奉
冶
鋳

六
尺
椎
鐘
一
口

天
台
別
院
慈
光
寺

大
勧
進
遍
照
金
剛
深
慶

善
知
識
人
唐
沙
門
妙
空

大
工
物
部
重
光

寛
元
三
年
乙
巳
五
月
十
八
日
辛
亥

願
主
権
律
師
法
橋
上
人
位
栄
朝

池
の
間
第
四
区
銘
文

銅
一
千
弐
百
斤

そ
し
て
こ
の
銘
文
に
つ
い
て
、「
鎌
倉
時
代
に
隆
盛
を
極
め
て
い
た
慈
光
寺
が
『
天
台
別
院
』
で
あ
っ
た
こ
と
、
後
に
鎌
倉
大

仏
や
建
長
寺
の
梵
鐘
（
国
宝
）
の
製
作
で
知
ら
れ
た
『
物
部
重
光
』
が
鋳
造
し
た
こ
と
、
そ
し
て
臨
済
禅
を
日
本
に
伝
え
た
栄

西
の
弟
子
で
霊
山
院
や
群
馬
県
尾
島
町
の
長
楽
寺
を
開
山
し
た
栄
朝
が
願
主
と
し
て
奉
納
し
た
こ
と
」
が
わ
か
る
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
銅
一
千
弐
百
斤
（
約

㎏
）
と
あ
り
、
原
料
の
使
用
量
が
わ
か
る
。
こ
の
鐘
は
総
高

㎝
、
口
径

㎝
で
、
重
量
は

720

150

88

709

㎏
。
年
代
の
わ
か
る
梵
鐘
で
は
県
内
最
古
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
関
東
で
活
躍
し
た
物
部
姓
鋳
物
師

の
研
究
や
慈
光
寺
の
繁
栄
を
物
語
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
鐘
楼
は
昭
和
六
十
年
十
一
月
二
十
六
日
の
火
災
に

慈光寺の銅鐘（２）

（下は銘文部分）

慈光寺の銅鐘は盤渉調なり
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よ
り
釈
迦
堂
や
蔵
王
堂
と
と
も
に
焼
失
し
た

が
、
寺
の
復
興
を
願
う
関
係
者
に
よ
り
平
成
二

年
に
再
建
し
た
」
と
も
あ
り
ま
す
。

物
部
姓
鋳
物
師
は
、「
西
の
丹
治
」「
東
の
物

た

じ

部
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
有
名
で
す
が
、
元
々

は
河
内
の
鋳
物
師
で
し
た
。
政
治
の
中
心
が
鎌

倉
に
移
る
に
連
れ
て
北
条
氏
に
招
か
れ
、
相
模

辺
り
に
移
住
し
ま
し
た
。
関
東
の
梵
鐘
の
う
ち

優
秀
な
も
の
は
、
こ
と
ご
と
く
物
部
一
族
の
作

で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

物
部
姓
で
は
重
光
、
季
重
、
国
光
（
重
光
の
子
と
も
）
ら
が
特
に
有
名
で
、
重
光
は

す
え
し
げ

慈
光
寺
・
鎌
倉
建
長
寺
、
季
重
は
日
高
聖
天
院
（
口
径4

5
.
7

㎝
）・
鎌
倉
長
谷
寺
、
国

光
は
鎌
倉
円
覚
寺
の
梵
鐘
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

慈
光
寺
の
鐘
と
兄
弟
鐘
で
も
あ
る
建
長
寺
の
梵
鐘
（
口
径1

.
2
5
5m

）
は
建
長
七
年

（
一
二
五
五
）
の
作
で
あ
り
、
円
覚
寺
の
梵
鐘
（
一
三
〇
一
年
、
国
宝
、
口
径1.424m

）

と
と
も
に
鎌
倉
時
代
の
関
東
梵
鐘
の
代
表
作
で
す
。
こ
の
大
鐘
は
、
大
檀
那
が
北
条
五

代
時
頼
、
撰
文
は
蘭
渓
道
隆
、
鋳
工
は
物
部
重
光
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
三
絶
に
よ
る

も
の
で
す
。
建
長
七
年
は
慈
光
寺
の
鐘
の
十
年
後
で
す
が
、
慈
光
寺
の
鐘
に
比
べ
て
、

（
３
）

笠
形
の
上
部
が
水
平
で
撞
座
の
位
置
が
高
い
な
ど
復
古
調
（
平
安
時
代
風
）
の
形
を
成
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
逆
に
言
え

（
３
）

ば
慈
光
寺
の
鐘
は
鎌
倉
時
代
ら
し
い
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
、
慈
光
寺
の
銅
鐘
の
音

さ
て
、
本
稿
の
主
目
的
は
慈
光
寺
の
銅
鐘
の
調
子
（
基
本
振
動
数
）
な
ど
を
述
べ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
以
下
の
解
析
は
筆

者
が
平
成
二
十
二
年
の
大
晦
日
の
除
夜
に
録
音
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
解
析
は
Ｆ
Ｆ
Ｔ
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
ま
し
た
。
Ｆ
Ｆ
Ｔ
は
周
波
数
成
分
を
高
速
で
解
析
で
き
る
道
具
で
す
が
、
詳
細
な
設
定
条
件
等
は
省
略
し
ま
し
た
。

（
４
）

図
１
は
、
録
音
し
た
音
の
全
体
の

秒
強
の
波
形
（
一
打
）
で
す
が
、
余
韻
は
最
後
ま
で
は
録
音
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

13

梵
鐘
の
音
に
つ
い
て
は
昔
か
ら
「
ア
タ
リ
」「
オ
シ
」「
オ
ク
リ
」
と
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ア
タ
リ
」
は
撞

木
が
鐘
を
打
撃
し
た
直
後
の
音
で
、
ふ
つ
う
打
音
と
も
呼
ば
れ
、
複
雑
な
波
形
か
ら
成
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
続
い
て
比
較
的

安
定
し
た
高
い
感
じ
の
音
で
遠
方
ま
で
届
く
音
が
「
オ
シ
」
で
遠
音
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
に
続
い
て
三
十
秒
か
ら
一
分
近

く
続
く
音
で
、
余
韻
が
強
弱
（
唸
り
）
を
伴
っ
て
だ
ん
だ
ん
減
衰
し
て
い
く
の
が
「
オ
ク
リ
」
で
す
。

う
な

図
２
は
ア
タ
リ
の
部
分
①
の
波
形
例
（
撞
き
か
ら0.4

秒
後
）、
図
３
は
同
部
分
の
解
析
図
（
ス
ぺ
ク
ト
ル
）
で
す
。
図
４
は

オ
シ
の
ほ
ぼ
中
間
部
分
②
（
撞
き
か
ら
４
秒
後
）
の
解
析
図
、
図
５
は
オ
ク
リ
の
部
分
③
（
撞
き
か
ら9.5

秒
後
）
の
解
析
図
で

す
。
表
１
は
こ
れ
ら
の
解
析
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ア
タ
リ
①
は
か
な
り
複
雑
な
波
形
で
あ
り
、
多
数
の
周
波
数
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
す
で
に
こ
の
中
に
こ

の
鐘
の
基
本
振
動
数
で
あ
る
凡
そ1

2
2

（
解
析
値
は1

2
1
.
8

ま
た
は1

2
2.

5

）H
z

（
ヘ
ル
ツ
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
レ

ベ
ル
は
他
の
周
波
数
に
比
べ
て
低
い
の
が
特
徴
で
す
。
一
番
強
い
の
は
第
五
高
調
波
で
あ
る396H

z

で
、
次
に
強
い
の
は
第
三

高
調
波
で
あ
る3
36H

z

で
あ
り
、
基
本
振
動
数
の
強
さ
は
五
番
目
で
す
。
但
し
、
こ
こ
で
い
う
高
調
波
は
倍
音
構
成
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
複
雑
な
鐘
の
音
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
シ
②
も
ま
だ
複
雑
な
構
成
だ
が
、
相
対
的
に
は122H

z

の
基
本
振
動
数
が
一
番
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
オ
ク
リ
③
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
基
本
振
動
数
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、1

22H
z

の
成
分
は
ア
タ
リ
、
オ
シ
、
オ
ク
リ
を
通
し
て
存
在
す
る
基
本
振
動
数
で
あ
り
、
こ
の
周
波
数
が
慈

慈光寺の現在の鐘楼（2009年5月）

慈光寺の焼失前の鐘楼（２）建長寺鐘楼（2006年2月）

慈光寺の銅鐘は盤渉調なり
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光
寺
の
銅
鐘
の
調
子
を
決
定
づ
け
て
い
る
も
の
で
す
。
と
同
時
に
、
複
雑
な
高
調
波
成
分
が
音
色
を
決
め
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

以
上
は
実
測
を
も
と
に
し
た
周
波
数
解
析
で
す
が
、
梵
鐘
の
基
本
振
動
数
に
つ
い
て
は
多
く
の
梵
鐘
か
ら
経
験
式
が
導
か
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
基
本
振
動
数
f
は
、
鐘
の
外
口
径
を
Ｄ[

㎝]

、
鐘
の
下
辺
（
い
わ
ゆ
る
駒
の
爪
と
い
わ
れ
る
部
分
）
の

厚
さ
を
d[

㎝]
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
式
で
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

（
５
）

こ
の
式
に
慈
光
寺
の
銅
鐘
の
寸
法
（
図
６
参
照
）
で
あ
る
Ｄ
＝88.2

、
d
＝8.2

を
代
入
す
る
と126.5

H
z

と
い
う
値
が

（
６
）

得
ら
れ
、
比
較
的
解
析
結
果
に
近
い
で
す
。
但
し
、
こ
の
式
の
誤
差
は
場
合
に
よ
っ
て
は
か
な
り
あ
る
よ
う
で
す
が･･･

。

図４．撞きから4秒後のスペクトル

図５．撞きから9.5秒後のスペクトル

図３．撞きから0.4秒後のスペクトル

図１．慈光寺銅鐘の波形

図６．寸法図

0.4秒 4秒 9.5秒
①アタリ②オシ ③オクリ

121.8Hz -32.0dB -35.9dB -45.1dB
445 283 98

276.6 -23.6 -40.9 -67.3
1166 160 8

335.8 -21.5 -56.4 -74.0
1491 27 4

378.2 -24.7 -40.8
1023 162

395.7 -16.4 -48.9
2663 63

513.4 -36.2 -63.8
273 12

544.4 -35.0
314

598.2 -32.0
446

撞きからの時間
周波数

　　　上段：db
　　　下段：線形

表１．解析結果

図２．撞きから0.4秒後の波形

慈光寺の銅鐘は盤渉調なり
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と
こ
ろ
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
音
律
は
、
古
代
中
国
に
発
し
日
本
に
受
け

継
が
れ
た
十
二
律
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
二
律
は
一
オ
ク
タ
ー
ブ
を
十
二

に
分
割
し
た
時
の
個
々
の
音
を
絶
対
音
で
示
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
十
二
律

の
各
音
に
は
中
国
と
日
本
で
は
表
２
の
よ
う
な
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
７
）

中
国
十
二
律
の
初
め
の

黄
鐘

の
高
さ
は
、
各
時
代
の
尺
度
の
基
準
が
異
な
る
た

こ
う
し
ょ
う

め
必
ず
し
も
現
在
の
高
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
漢
時
代
は
日
本
洋
楽
音
名
の

「
ト
」、
唐
代
に
は
雅
楽
が
「
ハ
」、
俗
楽
が
「
ニ
」、
明
代
に
は
再
び
「
ト
」
に

変
わ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
奈
良
時
代
に
は
中
国
音
名
を
用
い
て
い
ま
し
た
が
、

平
安
時
代
に
中
国
の
俗
楽
の
調
名
か
ら
変
化
し
た
日
本
式
の
律
名
を
使
う
よ
う

に
な
り
、
そ
の
時
中
国
唐
代
の
俗
楽
の

黄
鐘

「
ニ
」
を
壱
越
と
し
た
の
で
そ
れ

こ
う
し
ょ
う

が
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

黄
鐘

と
日
本
十
二
律
の
黄
鐘
と
は
異
な
る

（
８
）

こ
う
し
ょ
う

お
う
し
き

音
で
す
。

表
２
で
、
平
均
律
は
隣
り
あ
う
音
の
比
が
一
定
の
周
波
数
で
あ
り
、「
イ
」（
ド

レ
ミ
の
ラ
）
の
音
を4

4
0H

z

と
し
て
基
準
に
し
て
い
ま
す
が
、
エ
リ
ス
の
測
定

値
は
明
治
時
代
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
邦
楽
の
分
野
で
は
今
で
も
こ
の
値
が

使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
三
分
損
益
で
求
め
た
値
に
近
い
）。
表
２
に
は
倍

音
構
成
（
オ
ク
タ
ー
ブ
下
）
の
周
波
数
も
示
し
ま
し
た
。

慈
光
寺
の
銅
鐘
の
解
析
結
果
で
あ
る122H

z

を
そ
の
表
２
に
当
て
は
め
る
と
、

日
本
十
二
律
の
「
盤
渉
」
調122.9H

z

に
限
り
な
く
近
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ば
ん
し
き

つ
ま
り
、「
慈
光
寺
の
銅
鐘
は
盤
渉
調
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

続
い
て
、
唸
り
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
鐘
の

う
な

唸
り
は1.53

秒
の
周
期
（0.6

5H
z

）
で
し
た
。
唸
り
は
高
さ
が
わ
ず
か
に
異
な
る
二
つ
の
音
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
に
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
原
因
は
鐘
が
撞
か
れ
た
と
き
わ
ず
か
に
歪
み
、
次
の
瞬
間
に
は
復
元
し
よ
う
と
す
る
力
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
り

生
じ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
図
３
～
５
の
基
本
振
動
数
を
拡
大
し
て
見
る
と
、121.8H
z

の
時
は120.5H

z
（122.5H

z

の
時
は12

1.
5H

z

）
の
成
分
も
表
れ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
周
波
数
の
差
の
半
分0

.6
5

～0.
7H

z
は
唸
り
の
周
期

を
示
し
、
図
１
に
示
し
た
実
測
値
と
ほ
ぼ
合
致
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
慈
光
寺
の
銅
鐘
は122H

z

の
基
本
振
動
数
と
同
時
に
、
そ

れ
よ
り1.3H

z

程
度
低
い
音
が
ア
タ
リ
、
オ
シ
、
オ
ク
リ
を
通
し
て
存
在
し
、
こ
の
二
つ
の
音
の
存
在
が
唸
り
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
慈
光
寺
の
銅
鐘
と
兄
弟
鐘
で
あ
る
鎌
倉
建
長
寺
の
鐘
に
つ

い
て
解
析
し
て
み
ま
す
。
国
宝
で
あ
る
建
長
寺
の
鐘
を
直
接
録
音

す
る
機
会
は
な
い
で
す
が
、
幸
い
各
種
寺
院
の
梵
鐘
の
音
を
録
音

し
た
Ｃ
Ｄ
が
発
売
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
建
長
寺
の
鐘
の
音
も

（
９
）

録
音
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
用
い
て
み
ま
し
た
。
図
７
、
８

は
そ
の
解
析
結
果
の
ス
ペ
ク
ト
ル
で
す
。
こ
の
解
析
に
よ
れ
ば
、

基
本
振
動
数
は106.3H

z

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
鳧
鐘
と
黄
鐘
調

ふ
し
ょ
う

お
う
し
き

の
中
間
で
す
。
こ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
細
か
く
観
察
し
ま
し
た
が
、

慈
光
寺
の
銅
鐘
と
の
類
似
性
な
ど
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

図７．撞きから1.7秒後の
スペクトル（建長寺）

図８．撞きから5.4秒後の
スペクトル（建長寺）

慈光寺の銅鐘は盤渉調なり

俗楽 雅楽 周波数 倍音の周波数
1 ニ レ 壱 越(ｲﾁｺﾂ) 黄 鐘(ｺｳｼｮｳ) 太 簇 293.7 292.7 146.4、 73.1
2 嬰ﾆ レ♯ 断 金(ﾀﾝｷﾞﾝ) 大 呂(ﾀｲﾘｮ) 夾 鐘 311.1 305.6 152.8、 76.4
3 ホ ミ 平 調(ﾋｮｳｼﾞｮｳ)太 簇(ﾀｲｿｳ) 姑 洗 329.6 326.2 163.1、 81.6
4 ヘ ﾌｧ 勝 絶(ｼｮｳｾﾞﾂ)夾 鐘(ｷｮｳｼｮｳ) 仲 呂 349.2 343.1 171.6、 85.8
5 嬰ﾍ ﾌｧ♯ 下 無(ｼﾓﾑ) 姑 洗(ｺｾﾝ) 莚 賓 370.0 365.7 182.9、 91.4

6 ト ソ 双 調(ｿｳｼﾞｮｳ)仲 呂(ﾁｭｳﾘｮ) 林 鐘 392.0 391.5 195.8、 97.9
7 嬰ﾄ ソ♯ 鳧 鐘(ﾌｼｮｳ) 莚 賓(ｽｲﾋﾝ) 夷 則 415.3 410.1 205.1、102.5

8 イ ラ 黄 鐘(ｵｳｼｷ) 林 鐘(ﾘﾝｼｮｳ) 南 呂 440 437 218.5、109.3
9 嬰ｲ ラ♯ 鸞 鏡(ﾗﾝｹｲ) 夷 則(ｲｿｸ) 無 射 466.2 460.0 230.0、115.0

10 ロ シ 盤 渉(ﾊﾞﾝｼｷ) 南 呂(ﾅﾝﾘｮ) 応 鐘 493.9 491.5 245.8、122.9慈光寺

11 ハ ド 神 仙(ｼﾝｾﾝ) 無 射(ﾌﾞｴｷ) 黄 鐘 523.3 517.3 258.7、129.3妙心寺

12 嬰ﾊ ド♯ 上 無(ｶﾐﾑ) 応 鐘(ｵｳｼｮｳ) 大 呂 554.4 549.5 274.8、137.4

表２．十二律名称と周波数

建長寺

No
中国唐代十二律の名称

日本十二律
平均律
周波数

エリスの測定ドレ
ミ

日本
洋楽
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四
、
兼
好
法
師
が
聞
い
た
鐘
の
音

次
に
話
題
を
変
え
て
余
談
を
二
つ
。

一
つ
目
は
徒
然
草
に
纏
わ
る
も
の
で
す
。
鐘
の
音
調
に
つ
い
て
、
従
然

草
（
一
三
三
〇
年
頃
）
は
二
百
二
十
段
の
中
で
、『
凡
そ
、
鐘
の
声
は
黄
鐘
調

お
よ

わ
う
じ
き
で
う

な
る
べ
し
。
こ
れ
、
無
常
の
調
子
、
祇
園
精
舎
の
無
常
院
の
声
な
り
。
西

園
寺
の
鐘
、
黄
鐘
調
に
鋳
ら
れ
る
べ
し
と
て
、
数
多
度
鋳
か
へ
ら
れ
け
れ

あ

ま

た

た

び

い

ど
も
、
叶
は
ざ
り
け
る
を
、
遠
国
よ
り
尋
ね
出
さ
れ
け
り
。
浄
金
剛
院
の

鐘
の
声
、
ま
た
黄
鐘
調
な
り
。』
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
有
名
な
記
述
か
ら

（
１
０
）

か
、
鐘
の
音
は
古
く
か
ら
黄
鐘
調
が
理
想
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

祇
園
精
舎
の
鐘
が
黄
鐘
調
と
い
う
の
は
、
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
事
実
と
し

て
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
西
園
寺
は
公
経
の
山
荘
で
、
後
、
鹿
苑
寺
（
金

閣
寺
）
と
な
り
ま
す
。
浄
金
剛
院
（
廃
寺
）
の
鐘
も
黄
鐘
調
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

鐘
は
後
に
妙
心
寺
に
移
さ
れ
、
日
本
最
古
（
六
九
八
年
）
の
銘
文
を
有
す
る
鐘
と

し
て
有
名
で
、
国
宝
に
な
っ
て
い
ま
す
。
妙
心
寺
の
鐘
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代

の
松
平
定
信
編
の
「
集
古
十
種
」（
一
八
〇
〇
年
）
の
鐘
銘
の
部
に
『
京
師
妙
心
寺

鐘
銘

戊
戌
文
武
天
皇
二
年
兼
好
所
謂
浄
金
剛
院
鐘
者
即
是
也
』
と
記
さ
れ
て
い
て
、

（
１
１
）

徒
然
草
に
書
か
れ
た
浄
金
剛
院
の
鐘
が
現
在
妙
心
寺
に
あ
る
梵
鐘
（
口
径

㎝
）

86

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
妙
心
寺
の
鐘
は
本
当
に
黄
鐘

お
う
し
き

調
な
の
で
し
ょ
う
か
？

先
の
Ｃ
Ｄ
に
は
妙
心
寺
の
鐘
の
音
も
録
音
さ
れ
て
い
る
の
で
、
解
析
を
試
み
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
図
９
、

に
示
し
ま
す
が
、
基
本
振
動
数
は130.5H

z

で
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
黄
鐘
調
で
は
な
く
、
神
仙

お
う
し
き

し
ん
せ
ん

10

調
に
ほ
と
ん
ど
近
い
で
す
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
文
献

で
も
同
様
の
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

13

つ
ま
り
、
従
然
草
に
出
て
く
る
浄
金
剛
院
の
鐘
は
黄
鐘
調
で
は
な
く
、
神
仙
調
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
と
同
様
な
主
張
が
数
件
あ
り
ま
す
）。

従
然
草
に
は
音
調
に
関
す
る
記
述
が
他
に
も
あ
り
ま
す
。
二

百
十
九
段
で
は
、
兼
好
法
師
が
間
接
的
に
聞
い
た
話
と
し
て
で

す
が
、
笛
の
調
子
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
笛
の
歌

口
と
唇
の
間
隔
で
音
調
が
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
（
尺
八
で
も

同
様
な
こ
と
が
発
生
し
ま
す
）
な
ど
か
な
り
詳
し
い
内
容
で
す
。

こ
れ
は
兼
好
法
師
が
音
調
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
兼
好
法
師
が

聞
き
間
違
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
時
代
の
変
遷
の
中

で
変
化
す
る
人
間
の
感
覚
に
よ
る
違
い
な
の
で
し
ょ
う
か
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
尤
も
、
黄
鐘
調
（109H

z

）

と
神
仙
調
（1

3
0H

z

）
を
聞
き
分
け
る
能
力
の
あ
る
人
は
筆
者
を
含
め
て
あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
も
と
も
と
難
し
い

話
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

な
お
、
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
日
本
十
二
律
の
神
仙
は
、
中
国
唐
代
雅
楽
の
黄
鐘
に
相
当
し
ま
す
の
で
、
兼
好
法
師
が
こ
の

こ
と
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
辻
褄
が
合
い
ま
す
。
但
し
、
こ
の
場
合
の
黄
鐘
は
「
お
う
し
き
」
で
は
な
く
「
こ
う

し
ょ
う
」
と
読
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
少
し
屁
理
屈
に
近
い
話
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
ま
す
。

二
つ
目
は
中
尊
寺
の
梵
鐘
の
こ
と
で
す
。
平
成
二
十
三
年
五
月
に
平
泉
中
尊
寺
を
見
学
し
た
際
、
金
色
堂
近
く
に
鐘
楼
が
あ 妙心寺の鐘楼（2006年10月写）

図１０．撞きから4秒後の
スペクトル（妙心寺）

妙心寺の鐘
（１２）

集古十

種より

図９．撞きから1.2秒後の
スペクトル（妙心寺）

慈光寺の銅鐘は盤渉調なり
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り
、
そ
の
案
内
文
に
こ
の
鐘
は
「
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
に
鋳
造
さ
れ

た
盤
渉
調
の
梵
鐘
。
撞
座
は
長
い
歳
月
に
わ
た
る
打
鐘
で
窪
み
、
現
在
こ

の
鐘
が
撞
か
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
あ
る
の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の

鐘
は
岩
手
県
指
定
文
化
財
で
す
が
、
案
内
文
で
調
子
ま
で
書
い
て
あ
る
の

は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

五
、
お
わ
り
に

平
安
末
の
藤
原
伊
綱
に
よ
る
楽
書
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
、「
春
双
調
東
木
音
。
夏
黄
鐘
南
火
音
。
秋
平
調
西
金
音
。
冬
盤
渉

や
か
く
て
い
き
ん
し
ょ
う

北
水
音
。
壹
越
調
中
央
土
音
。
こ
れ
を
五
音
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
大
神
基
政
に
よ
る
楽
書
『

龍
鳴
抄

』

（
１
４
）

り
ゅ
う
め
い
し
ょ
う

に
は
、「
お
ほ
よ
そ
心
得
べ
き
こ
と
は
。
時
の
こ
ゑ
と
い
ふ
事
あ
り
。
春
は
双
調
。
夏
は
黄
鐘
調
。
秋
は
平
調
。
冬
は
盤
渉
調
。

壹
越
調
は
中
央
な
り
。
土
の
聲
と
い
ふ
。
お
ほ
や
う
こ
れ
を
時
の
聲
と
い
ふ
べ
し
。
ま
た
一
日
一
夜
に
と
り
て
も
と
き
の
聲
あ

り
。
す
な
は
ち
天
感
應
の
こ
ゑ
な
り
。
し
か
の
な
き
。
う
ぐ
ひ
す
の
聲
。
む
し
の
ね
。
ほ
ら
の
こ
ゑ
。
わ
が
心
に
お
も
し
ろ
し

と
思
ふ
聲
に
お
の
づ
か
ら
あ
ふ
こ
と
有
。
こ
れ
を
又
と
き
の
こ
ゑ
と
い
ふ
こ
と
あ
り
」
と
あ
り
ま
す
。
同
様
な
こ
と
は
狛
近
真

（
１
５
）

の
『
教
訓
抄
』（
一
二
三
三
年
）
の
管
絃
物
語
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
五
行
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
す
が
、
い
ず
れ
も
音
に

対
す
る
鋭
い
感
覚
と
豊
か
な
情
緒
が
備
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
に
従
え
ば
、
慈
光
寺
の
盤
渉
調
の
鐘
は
、
さ
し
ず
め
、「
冬
」
の
音
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
感
じ
取
る

感
性
が
筆
者
に
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

本
稿
は
、
録
音
の
仕
方
、
解
析
の
仕
方
な
ど
専
門
家
で
な
い
筆
者
が
梵
鐘
の
基
本
振
動
数
な
ど
を
求
め
た
も
の
で
、
音
響
学

的
に
は
不
十
分
の
誹
り
は
免
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
建
長
寺
や
妙
心
寺
、
そ
れ
に
そ
の
他
の
鐘
の
解
析
結
果
が
、
文
献

な
ど

そ
し

13

の
結
果
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慈
光
寺
の
解
析
結
果
も
一
定
の
正
し
さ
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
梵
鐘

の
音
色
に
つ
い
て
は
単
純
な
周
波
数
解
析
だ
け
で
は
言
い
尽
く
せ
ぬ
奥
深
い
も
の
が
あ
り
、
解
析
の
難
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
録
音
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

慈
光
寺
の
銅
鐘
は
、
既
述
の
鐘
楼
の
火
災
時
に
そ
の
程
度
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
火
を
被
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
普
段
は
撞
木

を
揚
げ
て
撞
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
わ
ず
か
に
除
夜
の
鐘
の
際
、
三
回
だ
け
古
老
の
住
職
が
撞
く
習
わ
し
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
（
筆
者
が
聞
い
た
限
り
で
は
、
火
を
被
っ
た
影
響
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
）。

筆
者
は
、
平
成
二
十
二
年
の
大
晦
日
の
深
夜
、
こ
の
鐘
の
音
を
録
音
す
べ
く
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
を
持
っ
て
底
冷
え
の
す
る
慈
光

寺
へ
向
か
い
ま
し
た
。

い
ざ
録
音
す
る
と
な
っ
た
時
、
筆
者
に
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
が
二
つ
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
重
文
の
銅
鐘
を
撞
く
度
に
お
経

が
唱
え
ら
れ
、
鐘
の
音
の
余
韻
の
中
に
そ
の
お
経
が
混
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
鐘
楼
の

上
方
（
本
堂
の
脇
）
に
新
鐘
が
造
ら
れ
て
い
て
、
除
夜
に
は
そ
の
鐘
を
撞
き
に
来
た
人
達
に
よ
る
鐘
の
音
が
録
音
時
に
混
ざ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

来
意
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
新
鐘
の
撞
く
合
間
を
縫
っ
て
重
文
の
銅
鐘
を
撞
い
て
頂
き
、
ま
た
お
経
も
一
時
的
に
中
止
し
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
習
わ
し
を
破
り
都
合
四
回
撞
い
て
頂
き
ま
し
た
。
恐
縮
の
限
り
で
し
た
が
、
お
陰
様
で
録
音
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
あ
る
の
み
で
、
慈
光
寺
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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